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・学習における基礎、基本の徹底による底力を身に付けた人材育成（小川職務代理者）

・子どもたちは自分の生き方をたくましく模索し、自分の力で切り拓いていかなくてはならない（髙木委員）

・これからの時代を生きるためには自己肯定感を育てていくことが大切。自己肯定感が高ければグローバル社会の中でも活躍できる（髙木委員）

・子どもの学習意欲を活かせる環境と基礎学力の向上させ、社会人として生きていくための教育を（髙木委員）

・グローバルな人材を育て、更なる英語教育の充実に取り組み、コミュニケーション能力の向上が大切（小泉市長）

・世界で活躍する人材の育成こそが教育に求められている（小川職務代理者）

・スポーツ・芸術・芸能等を幼少期から学べる環境支援（小川職務代理者）

・小学校高学年から中学校英語を意識し、書く取り組みを行うと良い（髙木委員）

・生徒の英語に対する意欲向上のため、英検受験を助成（髙木委員）

・自分の考えを適切に主張しながら協力し合えるグローバルな人材の育成（福田委員）

・自らの行動に責任を持ち、人のために行動し、協調していけるグローバルな人材の育成（佐藤委員）

・英語教育の小学校から中学校への接続に係る課題解決（関川教育長）

・お互いを尊重する心や思いやる心などを育てるとともに、守るべきマナーや社会規範の習得が大切（小泉市長）

・郷土成田を愛し国を愛し、社会に貢献する気持ちを持った人材を育てる（小泉市長）

・権利と義務がどういうものなのか、その意義をしっかり教えていくことが必要（小泉市長）

・世界の模範となる道徳心を身に付けた人間性豊かな人材の育成（小川職務代理者）

・道徳教育や体験学習を充実させることにより、豊かな人間性、社会性の育成（福田委員）

・教職員一人一人の熱意や使命感が大切であるので、より一層の資質向上（小泉市長）

・先生たちは事務や書類、家庭への対応に部活動や生徒指導など専門以外の仕事が多く疲弊している（髙木委員）

・小中連携と交流の機会を増やし、途切れない教育の流れを作り、中学校への期待を大きくしていかなければならない（髙木委員）

・学校現場への人員配置とチームで問題解決していく体制の充実（佐藤委員）

・教職員が常に成長していけるような体制づくり（佐藤委員）

・義務教育学校の有効活用と普及に努め、その効果と活用についてより一層研究を進める（関川教育長）

・経済的理由に関わらず、学ぶ機会を作り、等しくチャンスが与えられるような環境づくり（小泉市長）

・経済的な困難を抱えている児童生徒の必要な学力の習得（髙木委員）

・経済的な困難を抱えている児童生徒の支援（福田委員）

・すべての児童生徒が負い目を感じることなく学校生活を送り、将来に希望を持ち、夢に向かって努力する環境づくり（佐藤委員）

・学校と地域とともに多様な教育活動の展開（髙木委員）

・様々な問題解決を学校、家庭、地域、行政の連携で対応する（福田委員）

・ブログやフェイスブックなどによる急激な情報手段の発達による怖さと、子どもの行動を大人が把握できずに対応が遅れる問題点（佐藤委員）

・子どもたちの学力向上と人間性向上のため、地域の教育力を学校教育に活用（関川教育長）

・地域が積極的に学校支援をしていけるような仕組みの構築（関川教育長）

・高齢化社会にあっては健康維持のためのスポーツ振興が大切（小泉市長）

・子どもたちが、スポーツイベントに触れていく中でスポーツに対する親しみを持つきっかけを作る（小泉市長）

・いつでも、いつまでも学び活動できる生きがいの持てる社会づくり（小川職務代理者）

・生涯にわたり向上心、向学心を持ち続けられる人材の育成（佐藤委員）

・文化芸術への関心を高め、心を満たす市民生活への寄与（関川教育長）

・市民一人一人が健康で生き生きと生活ができるよう、関係団体と連携し健康スポーツの普及に取り組む（関川教育長）

・子どもたちに夢のある教育を、学校は夢を実現させてくれるところ（小川職務代理者）

第１回総合教育会議に対する意見と成田市教育大綱（素案）との対応

成田市教育大綱（素案）
基本目標

第１回総合教育会議における主な意見

（２）伝統・文化の理解と国際性を育む

（１）社会を生き抜く力を育む

（４）よりよい学校教育環境づくりを進める

（３）豊かな心・道徳性・規範意識を育む

（６）社会の変化に対応した教育を推進する

（５）様々な困難を抱えた子どもたちへの支援
を充実する

その他

（７）生涯を通じた学習やスポーツに親しむ環
境を推進する


